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広陵町の文化芸術振興について 

（現状と課題、めざすべき方向、これまでの委員会で出た意見等） 

項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

 

１． 

理念 

・ 

方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 
＊講演・会長まと

めを要約 

 

● すべての人の「文化的に生きる権利」を保障し、町民主体

の文化芸術振興を推進する 

● 誰もが参加でき、連携・協働することで、心豊かで活力あ 

ふれる広陵町づくりに寄与する 

・ 現状は方針等不在（自治基本

条例案で提示中） 

 

 

 

 

 

 

＊③は第５回委員会で提示 

 

・町総合計画の「文化の薫り高

いまちづくり」を進める政策

の欠如 

・町のリーダーシップと庁内周

知・連携を 

・町と住民との連携・協働を基

本とする 

・中央公民館をハブに企画運営

への住民参画を 

・当局はもっと積極的に学校・

地域・団体の連携を進める方針

を持つべき 

・なんでも行政直営ではなく、

参画と協働で作り上げる公民

館として、運営すべきではない

か 

 

推進に 

あたって 

① 町民は自主的・主体的に活動し、住民間・世代間のつなが

りの輪を広げる 

② 町は、町民の文化活動・生涯学習活動を支援し、連携・協

働により機会・環境・場の整備に努める 

③ 今後、再整備する中央公民館を核に、各種施設との連携・

ネットワークで推進する 

方針（案） 

【誰もが文化芸術にふれ合える機会の創出】 

【町民の自主的な文化活動を支援し、協働する仕組みの確立】 

【文化芸術活動の環境･場の整備(施設等の有効活用)】 

【文化が育つ仕組みづくり】 

【子どもたちが文化芸術にふれる機会の拡充】 

【担い手を発掘し、後継者を育てる】 

【観光・産業、福祉、医療、教育等との連携】 

【文化芸術による社会的課題解決への取組みの推進】 

【広陵町らしさの発信】 

＊第４回委員会で事務局提示 

 

（特になし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広陵町の歴史資料を定期的に

見てもらえる機能は基本方針

に入れてほしい 

＜理念・方針を具現化するために＞ 

 

２． 

つなぐ 

・ 

つながる 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成①：育成クラブ等、現状の活動について 

・高齢化、減少傾向 

・担い手後継者不足 

・世代間・団体間交流機会が少

ない 

・ 公民館で文化芸術のリーダ

ー育成を 

・ 畿央大学等の学生団体と連

携強化を 

・世代間・団体間交流の活性化 

・ 活動への積極的な財政支援

を 

・現状は県内でも先進的な活動

もあり、もっと発信が必要であ

る。 

・文化祭体験型事業になってか

ら、参加者が増え活性化してき

ている 

・活動団体の指導者へのコンプ

ライアンス順守などを徹底す

べき 

向上・継承 

・ 活動のふりかえり、見直し 

・ 活動の維持・向上・活性化、団体間の交流促進 

・ 新たな会員獲得、次の担い手（後継者）育成 

・文化祭開催 

・公民館発表会 

・ 芸術家の力も入れて子ども

や学校関係と連携を 

・文化祭体験型事業では、室内

と野外で子どもたちが多く参

加している 

・プラットフォームとして体験

参考資料１ 
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項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

 

２． 

つなぐ 

・ 

つながる 

 

 

 

 

から学び発表をしていくこと

で人材育成していく 

・文化祭だけでは盛り上がらな

いので、常にやり方を変化させ

工夫していく必要がある 

・近江八幡における文化条例の

取組の若い人へのインタビュ

ー事例は大切だと感じた 

・現在の議論を若い世代や活動

者にも問いかけていく必要が

あるのではないか 

・活動にどんな財源を町民が活

用できるのか示してほしい 

・育成した子どもたちが大人に

なっても定住する＝納税者に

なっていくというサイクルを

作るべきではないか 

広報・情報 

・ 活動の認知、ＰＲの強化 

・ 公民館を利用していない人への情報提供（他地域、民間が

運営する教室等で文化芸術活動している人も含む。） 

・ SNSを活用した情報発信 

・ 活動主体の発信力強化 

・町広報でのＰＲ 

・ 無関心層へ情報提供を 

・ 町広報等での情報提供の強

化すべき 

・学校への PRを強化して、子

どもの参加を増やしてほしい 

・若い人が参加するイベント

（さわやかホールで開催され

ている歯科検診等）集まる場所

で体験できるような場づくり

や連携をしてほしい 

社会貢献 

・ アウトリーチ活動の強化（活動成果を福祉施設・学校等に

広く提供） 

・ 社会的課題への文化芸術によるアプローチ 

・ 各団体の自主性に委ねている 

・ 活動への積極的支援を 

・ 生涯学習で社会的課題への

関わりを 

・⇒コミュニティスクールの取

り組みは始まっていて、そこに

文化芸術団体にも協力しても

らっている。教育委員会として

もコーディネート力を発揮し

ていきたい。 

・子育て・習い事と文化芸術を

つなぐ（例：ブックスタートに

ならったアウトリーチ活動を

文化協会と育成クラブが関わ

るなど） 

人材育成② 

・ コーディネート、マネジメント人材の確保・育成（活動の

活性化と町民、学校・福祉施設等をつなぐ専門家が必要） 

・ 担い手の発掘 一般の市町レベルでは文化の基礎を支える

＊講演・会長まとめを要約 

・ 現状は不在 

・ 生涯学習に関する基本方針

で公民館の機能明記を 

・ 町内外の芸術家（プロ）との

・役場も委員会で言われるまま

でできないこともあるのでは

ないか。（⇒職員数も十分でな
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項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

担い手 文化的なボランティア活動、コーディネーター活

動、社会貢献（お話ボランティア等） 

連携・交流を い中、いろいろな協働で課題解

決のコーディネーターが求め

られている） 

・文化芸術担当職員の研修につ

いては県単位のものには、過去

参加したことはある 

・現在は、町単独での文化芸術、

コーディネーター育成はして

いない 

・職員の中でアートマネジメン

ト職員研修をすべき 

・コーディネート人材（ファシ

リテーション、つなぐ世代間、

地域間、施設間）によって、取

り組み間の相乗効果を生み出

してほしい 

・当局はもっと積極的に学校・

地域・団体の連携を進める方針

を持つべき（再掲） 

生涯学習 

・ 集団的自律学習のネットワーク拡大 

・ 「学び・つながり・役立つ」公民館活動の展開 

・ 地域課題、生活課題へのアプローチ（要求課題だけではな

く必要課題への対応） 

・ 方針、計画、審議会等が不在

（社会教育・公民館・図書館） 

・ プラットフォームとして公

民館の位置づけを 

・ 中央公民館をハブに他施設

との連携を 

・ 文化振興ビジョンで方針の

明確化を（会長まとめより） 

・自立でき、社会に再挑戦でき

るための知識、技術・スキル

を学ぶのも生涯学習の大き

な目的である。そのための適

切な講座等を用意すること

が重要 
・住民の知的装備とか政策力向

上を図る拠点であるべきな

ので、公民館講座等積極的に

取り組んでいくことが望ま

れ、それを担保 
・最新の情報や知恵を示した生

涯学習講座の中で町民と一

・公民館の利用団体の育成が大

切である 

・プラットフォームとして体験

から学び発表をしていくこと

で人材育成していく（再掲） 

・公民館で税金を使ってやるべ

きことについて、マーケティン

グ調査をするべき、例）在住外

国人との共生のための外国語

講座等 

・当局はもっと積極的に学校・

地域・団体の連携を進める方針

を持つべき。（再掲） 

・要求課題だけでなく、長期的

視点で必要課題も検討すべき

ではないか 

・費用対効果、効果測定して洗

いなおして必要課題に注力し

ていくことが大切である 
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項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

緒に考えていくことも必要

ではないか。そういった社会

課題に対して能動的に働き

かける公民館活動が必要 
・外部人材だと、地域の人材ス

トックとはならない。地域で

人材を持つなら、住民の参画

と協働を通して育成してい

くしかない。住民が責任を持

って動き、行政もそれを支援 

・本当に必要な事業にしぼって

スクラップアンドビルドして

いく必要がある 

・自主事業で参加者一桁のも

の、要求事業はしなくてもよい

のではないか 

・⇒社会教育委員の欠員があ

り、ここに人材が欲しい 

・なんでも行政直営ではなく、

参画と協働ですすめる公民館

としての経営をするべきであ

る（再掲） 

・育成クラブや文化協会も協力

することが重要である（⇒例：

ウィズあかしの事例） 

地域連携 

広域連携 

・ 町内関係活動・施設とのネットワーク強化 

・ 近隣自治体の活動や施設との交流連携、相互乗入 

・ 広域での協働事業の展開、情報提供 

・ 各団体任せで町としての方針

はなし 

・ 県主催行事の誘致を 

・ 芸術家と連携しフェスティ

バル開催を 

・お話ボランティア４つ、社協

関連 10団体、高齢者関連 12団

体、これからもっとつながれば

広陵町のすごさが発信できる

と思う 

・幼稚園、保育園児と芋ほり活

動を通じて、つながり作りも生

まれている 

・当局はもっと積極的に学校・

地域・団体の連携を進める方針

を持つべき（再掲） 

・民間でやっている喫茶店に音

楽関係者が集まって、新たな取

組も生まれており、こうしたと

ころのネットワーク化も必要

である 

３． 

仕組み 

・ 

制度 

条例・計画 

・ 自治基本条例（文化のまちづくり）のもと、文化振興ビジ

ョン（指針・計画・条例）の策定検討 

・ 公共施設利用改善（稼働率・相互利用等）の促進 

・ 今年度に文化振興ビジョンの

「骨子案」を策定 

・ 先行自治体の文化振興計画

の事例を示す必要あり（会長

まとめより） 

・ 誰が進めるのか、町、住民、

専門家等の役割や協働の明

確化を 

・文化展覧会・文化祭だけでは

ない「体験の場」が広陵町の特

筆すべき拡がりであり、ここを

もっと掘り下げて議論しては

どうか 

・基本計画では目標数値を入れ

ていくとよい 
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項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

・スケジュールについて、議会

報告も含めて今後の流れを改

めてはどうか（⇒議会報告は 4

月もしくは 5月を想定してい

る） 

・文化基本条例については新た

な審議会を作ってはどうか、

元々のこの委員会の終着点は

あり方と建替えである（⇒次の

段階では条例・基本計画が必要

である。この委員会の終着点を

みて、別組織で検討していくこ

とも想定している） 

４． 

施設 

・ 

設備 

 

中央公民館

再整備 

・ 「概ね 5年をめどに基本方針を決定し、その後できるだけ

早期の建替をめざす」（町長答弁） 

・ 再整備するが、時期や内容は

今後検討していく 

・ 早期建替の明確化を 

・ どのように建替をしたいか

意見交換を 

・ あらゆる分野、年代対象の

「たまり場」で「楽しい時間」

を過ごせる公民館を（ハード

の前にソフトの議論を） 

・ 文化施設と放課後学童保育

施設、防災拠点、歴史資料館

等の複合施設化の検討を 

・子どもが誇れる施設に 

・育成クラブに加えて、新規の

いろいろな人が使える施設を

望む 

・足の悪い人はホール利用など

しづらいのでエレベーター設

置を 

・コーラス関連では 400席、中

規模ホールでは大きいので、小

ホールでよいとの意見が多い 

・災害、福祉、総合的な施設も

検討すべき 

・広陵町の歴史資料を定期的に

見てもらえる機能は基本方針

に入れる。（再掲） 

・文化教育施設として早期建設

を望む 

・広陵町としての議論では建替

えの話を先にしてほしい 

・建て替えにかかる基本設計を

示した上で施設などの議論を

してほしい 

・面積や予算のシミュレーショ

ンを 

・専門家の話は参考になるが、
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項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

公民館建替えについて広陵町

ではどう進めるのか、明らかに

してほしい（⇒「概ね 5年をめ

どに基本方針を決定し、その後

できるだけ早期の建替をめざ

す」（町長答弁） 

・公共施設では建設費の下に 50

年間かけてのライフサイクル

コストがあり、その観点を持つ

ことも必要 

・歴史資料館の建設費用は約 10

億円と試算されている（過去に

設計済み） 

・子どもたち将来世代に負担を

残さないような施設を 

・子ども、将来世代、この場に

いない町民の存在を忘れない

議論にすべき 

・⇒建替えには様々な選択肢が

ある。除却費用、土地代を除き、

①現地建て替え、②代替地での

建て替え、③複合施設での建て

替えなど。 

・⇒なお、費用は一般的に 40

万円/㎡×2,000㎡＝8億円（標

準・公民館のみ、ホール含ま

ず。） 

その他 

施設 

・ 公民館と文化関連施設・事業との連携促進 

・ 地区公民館の役割・利用等の改善（検討課題） 

・地区公民館は文化活動、まちづくり活動の意思形成を図る

拠点とする、と位置付ける 

・総合保健福祉会館、図書館、広陵町ふるさと会館及びはし

お元気村を文化の拠点施設として位置付ける 

 

・公民館施設は広陵中央公民館

（かぐや姫ホール）と地区公

民館（23施設）で構成し、公

民館が主催する事業のほか、

公民館講座を経て結成した自

主的なサークル・団体などが

趣味や生きがい等の活動を行

っている 

・地区公民館は、各自治会が地

域住民の身近なコミュニティ

活動の場として利用してい

・ 既存施設の多様な活用も検

討を 
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項目・課題別分類 町の考え方・今後の検討課題（事務局提示） 
現状：「・」 

留意点：「＊」 
第４回までに出た意見 第５回で出た意見 

る。施設の管理運営は費用負

担を含め地元住民により行わ

れ、施設の修繕及び整備事業

については、町から補助金の

助成をしている。各施設は、

会議室や研修室などで構成

し、地域コミュニティ活動の

ための会議や自主的なサーク

ルの趣味等の活動に使用さ

れ、地元自治会の住民の使用

がほとんど。地元管理のため

町として施設の利用状況は把

握していない 

５． 

関連施策 

歴史文化 

自然環境 

・ 史跡・有形無形文化財等の保全顕彰・継承・活用 

・ 観光との連携・活用 

・ 自然環境の保全と活用（広域的整備計画） 

 

・町内の古墳群を中心とした史

跡や文化財等を案内するた

め、文化財ガイドを設置し、

文化財見学者を案内している 

・特別史跡 巣山古墳史跡等・登

録記念物・歴史の道保存整備

事業を行っている。 

巣山古墳周辺整備として令

和２年度に護岸工事終了後、令

和３、４年度で外堤園路を整備

して馬見丘陵公園路と接続し、

ジョギングや散歩、イベント会

場として活用を図る。 

・ 『ふる里の文化財をたずね

て』等の優良資料の町民 PR

を 

・広陵町の歴史資料を定期的に

見てもらえる機能は基本方針

に入れる（再掲） 

 

芸術 

アート 

・ プロフェッショナルな芸術鑑賞・交流の促進 

・ 障がい者、外国人、経済的困難者、働きざかりの勤労者等、

社会的包摂を可能にする芸術創造へのアクセス環境整備 

・ 町民への情報提供のあり方 

・方針なし 

・町内外の芸術家（プロ）との

連携・交流を（再掲） 

・広陵町の文化政策におけるプ

ロフェッショナルの位置づ

けを再検討する必要がある 

・アマチュアだけでなく、プロ

の力も借りて、子どもに文化

芸術に触れてもらうために

学校と連携する事も考えて

もいいのではないか 

・子どもを主役にして豊かな文

化芸術の体験、学びを提供して

いくことで人口減を食い止め

将来負担を減らしていくこと

ができるのではないか 

 


